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　も
う
数
年
前
に
な
り
ま
す

が
、
社
員
旅
行
で
ベ
ト
ナ
ム
を

訪
れ
ま
し
た
▼
現
地
で
見
た
風

景
や
街
の
賑
わ
い
は
一
生
の
思

い
出
で
す
が
、
そ
の
旅
で
得
た

事
の
一
つ
が『
異
国
料
理
の
魅

力
』で
す
。
香
草
が
効
い
て
ど

れ
も
野
菜
盛
り
沢
山
の
品
が
多

く
、
ベ
ト
ナ
ム
人
の
ス
ラ
リ
と

し
た
体
形
の
秘
密
は
食
に
あ
っ

た
か
と
改
め
て
気
付
き
ま
し
た

▼
当
社
の
あ
る
川
崎
は
異
文
化

に
富
ん
だ
地
域
で
、
周
辺
は
多
国
籍
な
レ
ス
ト
ラ
ン

で
溢
れ
て
い
ま
す
。
社
員
旅
行
以
来
、
未
知
の
味
を

求
め
歩
い
て
い
る
私
の
最
近
の
お
気
に
入
り
は
小
さ

な
ス
リ
ラ
ン
カ
料
理
店
で
す
。
店
に
一
歩
入
る
と
ス

パ
イ
ス
の
香
り
に
包
ま
れ
、
コ
ッ
ト
ゥ
ロ
テ
ィ
、
ワ

タ
ラ
ッ
パ
ン
等
の
見
知
ら
ぬ
料
理
を
頼
ん
で
は
新
し

い
驚
き
に
出
会
え
ま
す
▼
ま
た
、
食
以
上
に
興
味
深

い
の
が
店
員
さ
ん
で
、
外
看
板
を
眺
め
て
い
る
と
す

ぐ
に
扉
を
開
け
て
片
言
の
日
本
語
で
ニ
コ
ニ
コ
と
説

明
し
て
く
れ
る
方
が
非
常
に
多
い
の
で
す
。
日
本
の

お
も
て
な
し
精
神
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
、
気
さ
く

で
温
か
い
距
離
感
を
も
っ
た
接
客
に
は
、
食
だ
け
で

な
く
学
ぶ
事
が
多
い
な
と
感
じ
ま
す
。

﹇
フ
ジ
ク
ス
㈱

　

　
　
　
　さ
っ
ち
ゃ
ん
﹈

―― 異国料理を通じて――

　　　　　　　　（第32回）

た
。
そ
の
上
で
、
２
０
１　

３
年
に
創
設
し
た
排
水
管

清
掃
技
士
資
格
者
が
１
０　

１
９
人
に
達
し
た
こ
と
を

報
告
す
る
と
と
も
に
、
排

水
管
清
掃
の
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト
と
し
て
さ
ら
な
る
活

躍
に
期
待
を
寄
せ
、「
今
後

も
皆
様
の
お
力
を
集
結
し

て
着
実
に
前
進
す
る
た
め

の
協
会
活
動
を
進
め
て
い

き
た
い
」
と
の
決
意
を
示

し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
小
林
博
常
務

理
事
を
議
長
に
選
任
し
、

議
案
審
議
に
入
り
ま
し

た
。
２
０
２
２
年
度
事
業

に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
が
長
期
化
す
る
中

に
お
い
て
も
、「
建
築
物
排

水
管
清
掃
作
業
従
事
者
研

修
」（
12
回
開
催
、
合
計

５
５
９
人
受
講
）、「
建
築

物
排
水
管
清
掃
技
士
資
格

講
習
」（
４
回
開
催
、
合

計
89
人
合
格
）
を
予
定
ど

お
り
実
施
。
ま
た
、
若
手

世
代
と
の
交
流
と
地
域
交

流
・
意
見
交
換
の
場
と
し

て
合
同
委
員
会
を
初
開
催

し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
活
動

報
告
に
関
す
る
第
１
号
議

案
と
、
２
０
２
２
年
度
収

支
決
算
報
告
に
関
す
る
第

２
号
議
案
に
つ
い
て
、
総

会
で
承
認
可
決
さ
れ
ま
し

た
（
前
年
度
事
業
報
告
は

前
号
に
掲
載
）。

　

ま
た
、
第
３
号
議
案
と

し
て
、
社
員
総
会
の
開
催

日
期
限
の
変
更
、
略
称
表

記
・
誤
字
・
脱
字
の
変
更

修
正
に
関
す
る
「
定
款
」

の
一
部
改
正
に
つ
い
て
も

　

第
20
回
定
時
総
会
か
ら

始
ま
っ
た
支
部
活
動
紹
介

は
、
東
北
・
北
関
東
支
部

（
高
岡
ジ
ョ
ー
ジ
副
支
部

長
）、
近
畿
支
部
（
丸
谷

良
孝
副
支
部
長
）
の
２
支

部
が
登
壇
。
見
学
会
の
様

子
や
幹
事
の
紹
介
を
含

め
、
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る

発
表
と
な
り
ま
し
た
。

承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た

（
新
し
い
定
款
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
に
掲
載
）。

　

第
４
号
議
案
の
任
期
満

了
（
２
年
）
に
伴
う
理
事

選
任
で
は
、
理
事
選
出
委

員
会
の
橋
本
倍
幸
委
員
長

か
ら
経
緯
説
明
と
理
事
候

補
者
案
が
示
さ
れ
、
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

臨
時
理
事
会
を
招
集
し
役

員
選
任
を
行
い
、
上
之
原

靖
理
事
長
が
再
任
さ
れ
ま

し
た
（
新
役
員
体
制
は
２

面
に
掲
載
）。

　

２
０
２
３
年
度
事
業
計

画
案
・
収
支
予
算
案
（
第

５
・
６
号
議
案
）
に
つ
い

て
も
、
原
案
ど
お
り
承
認

可
決
。
今
年
度
は
、
協
会

活
動
と
排
水
管
清
掃
の
意

義
を
対
外
的
に
発
信
す
る

た
め
、
11
月
に
「
ビ
ル
メ

ン
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ア
＆

ク
リ
ー
ン
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
２
０　

２
３
」
に
出
展
す
る
予
定

の
ほ
か
、積
極
的
に
研
修
・

講
習
事
業
や
各
種
委
員

会
・
支
部
活
動
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

　

議
事
終
了
後
に
行
わ
れ

た
２
０
２
３
年
度
功
労
者

表
彰
で
は
、
理
事
長
表
彰

２
人
、
優
良
従
事
者
表
彰

13
人
、
退
任
役
員
表
彰
２

人
、
功
労
者
表
彰
１
人
の

合
計
18
人
を
表
彰
し
、
上

之
原
理
事
長
か
ら
受
賞
者

に
賞
状
・
記
念
品
を
手
渡

し
ま
し
た
。

　

総
会
冒
頭
に
挨
拶
し
た

上
之
原
靖
理
事
長
は
、
ま

ず
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
５
類
に
引
き
下

げ
ら
れ
た
も
の
の
、
物
価

高
に
伴
う
負
担
が
続
い
て

い
る
現
状
下
で
、
会
員
企

業
や
従
業
員
が
エ
ッ
セ
ン

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
し
て

活
動
を
行
っ
て
い
る
こ
と

に
感
謝
の
意
を
示
し
ま
し

第 21回定時総会の模様

新役員体制の紹介

上
之
原
理
事
長

議
長
を
務
め
た
小
林
常
務
理
事

発
表
す
る
高
岡
副
支
部
長
（
上
）
と
丸
谷
副
支
部
長
（
下
）

展
示
会
出
展
で
認
知
度
向
上
へ

２
支
部
が
活
動
報
告

功
労
者
18
人
を
表
彰

上
之
原
理
事
長
を
再
任

第
21
回
定
時
総
会
を
開
催

　

全
国
管
洗
浄
協
会
は
５
月
26
日
、
東
京
・
港
区
の
第
一
ホ
テ
ル
東
京
で
第
21
回
定
時
総
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
会
員
２
４
９
社
（
議
決
権
を
有
す
る
会
員
２
４
３
社
）
の
う
ち
、
委
任

状
１
４
０
社
を
含
む
１
８
２
社
が
出
席
。２
０
２
２
年
度
事
業
報
告
お
よ
び
収
支
決
算
報
告
、

２
０
２
３
年
度
事
業
計
画
案
お
よ
び
収
支
予
算
案
に
つ
い
て
承
認
す
る
と
と
も
に
、
任
期
満

了
に
伴
う
役
員
改
選
で
は
、
上
之
原
靖
理
事
長
を
再
任
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
も
明
け
、
新

た
な
役
員
体
制
の
下
で
会
員
の
皆
様
の
技
術
力
・
地
位
向
上
に
つ
な
が
る
よ
う
、
協
会
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
く
方
針
で
す
。

２面掲載
新
役
員
体
制

２
０
２
３
年
度
事
業
計
画

功
労
者
表
彰
者

役
員

改
選

（1） 令和５年７月号 全　管　協　ニ　ュ　ー　ス （毎月１回発行） 第４２６号

＜第４２６号＞



２
０
２
３
年
度
事
業
計
画

�

（
２
０
２
３
年
４
月
１
日
〜
２
０
２
４
年
３
月
31
日
）

１
．
会
員
支
援
事
業【
総
務
委
員
会
】

４
．
調
査・研
究・講
習
事
業
【
技
術
委
員
会
】

２
．
情
報
媒
体
活
用
事
業【
広
報
委
員
会
】

３
．
研
修・支
部
活
性
化
事
業【
支
部
活
性
化
委
員
会
】

５
．
優
良
事
業
者
認
定【
審
査
委
員
会
】

６
．
対
外
的
な
活
動

　

協
会
に
所
属
す
る
メ

リ
ッ
ト
を
感
じ
ら
れ
る
よ

う
、
価
値
あ
る
付
帯
サ
ー

ビ
ス
を
新
た
に
開
発
・
提

供
し
、
会
員
価
値
を
向
上

さ
せ
る
。
ま
た
、
会
員
か

ら
意
見
・
要
望
を
募
る
機

会
を
設
け
、
寄
せ
ら
れ
た

要
望
等
に
つ
い
て
検
討
を

行
い
、
サ
ー
ビ
ス
の
実
現

①
建
築
物
環
境
衛
生
管
理

全
国
大
会
で
、
研
究
成
果

を
発
表
す
る

②
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
業
協

会
講
習
会
を
通
じ
、
排
水

管
清
掃
の
重
要
性
・
必
要

性
を
周
知
さ
せ
る

③
技
術
的
な
問
い
合
わ
せ

へ
の
対
応

④
メ
ー
カ
ー
と
の
意
見
交

換
の
場
を
持
ち
、
現
場
に

即
し
た
製
品
づ
く
り
へ
の

働
き
か
け
を
行
う

①
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用

し
た
協
会
事
業
の
広
報
活

動
を
実
施

②
全
管
協
ニ
ュ
ー
ス
の
企

①
建
築
物
排
水
管
清
掃
作

業
従
事
者
研
修
事
業
に
つ

い
て

①
認
定
の
更
新
を
迎
え
る

た
め
制
度
の
内
容
を
精
査

す
る

　

排
水
管
の
定
期
洗
浄
等

に
つ
い
て
、
関
係
団
体
の

会
合
等
に
出
席
し
て
情
報

交
換
を
行
い
、
協
会
の
意

見
を
発
信
す
る
ほ
か
、
各

種
事
業
の
協
力
お
よ
び
官

を
目
指
す
。

①
新
規
サ
ー
ビ
ス
の
開
発

②
Ｗ
ｅ
ｂ
セ
ミ
ナ
ー
の
開

発③
定
時
総
会
の
運
営
業
務

④
合
同
委
員
会
の
企
画
・

運
営

⑤
展
示
会
出
展
の
企
画
・

運
営

⑤
建
築
物
排
水
管
清
掃
技

士
資
格
講
習
事
業
に
つ
い

て
　

当
協
会
独
自
の
資
格
で

あ
る
建
築
物
排
水
管
清
掃

技
士
の
認
定
を
目
的
と
し

た
講
義
と
実
技
に
よ
る
講

習
を
北
海
道
・
埼
玉
・
神

奈
川
・
愛
知
・
大
阪
・
福

岡
で
開
催

⑥
資
格
認
定
者
の
再
講
習

を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
年
間
３

回
開
催

画
立
案
、
編
集
と
校
正
作

業③
協
会
事
業
案
内
や
広
報

資
料
の
検
討

　

厚
生
労
働
省
の
登
録
機

関
と
し
て
、
建
築
物
衛
生

法
に
定
め
ら
れ
た
従
事
者

②
認
定
制
度
の
普
及
活
動

に
つ
い
て
検
討
す
る

公
庁
へ
の
働
き
か
け
等
の

啓
蒙
活
動
と
相
互
協
力
を

展
開
し
て
い
く
ほ
か
、
関

連
他
団
体
と
も
積
極
的
に

情
報
交
流
等
を
推
進
し
て

い
く
こ
と
と
す
る
。

　

ま
た
、
展
示
会
に
出
展

し
排
水
管
清
掃
の
重
要
性

や
業
界
の
活
動
を
内
外
に

広
報
し
て
、
協
会
の
加
盟

会
員
の
存
在
意
義
を
高
め

入
会
メ
リ
ッ
ト
に
つ
な
げ

る
。

研
修
を
全
国
の
主
要
都
市

で
年
間
14
回
開
催

②
支
部
長
会
議
の
開
催

③
会
員
増
強
に
関
す
る
啓

蒙
活
動

2023 年度　役員体制
役職 氏名 勤務先

理事長 上之原　靖  ㈱東幸

副理事長 難波　信二  ㈱日本パイプクリーニング

専務理事 佐藤　昭仁  ㈱マルシンビルサービス

〃 多治見　昭彦  ㈱日野衛生公社

〃 馬場　孝之  日本滌化化学㈱

常務理事 齊藤　将一  さいたまプリロ㈱

〃 橋本　倍幸  ㈲三美設備工業

〃 関根　英明  大協和工業㈱

〃 西川　昌樹  山大物産㈱

理事 小林　博  オホーツク美装興業㈱

〃 新垣　正和  ㈲あかつき衛生

〃 藤井　金藏  ㈱Ｐ ・ Ｃ ・ Ｇテクニカ

〃 浅田　良成  ㈱大磯衛生社

〃 松山　健  ㈱テイク

〃 樋口　貴広  ㈱環境テクノス

〃 丸谷　良孝  山本環境整備㈱

〃 池崎　真澄  常興システム㈱

〃 別府　洋吾  ㈲フレヴァン

〃 畑　英男  妹尾産業㈲

〃 藤本　信幸  ㈱ナゴヤタイキ

〃 山下　貴之  ㈱希望通管

〃 大野　隆次  ㈱環境管理センター

〃 高岡　ジョージ  ㈱プログレス

〃 渡邊　成  ㈱神戸リフォーム ・ サービス

〃 安倍　直  ㈱マイカン

監事 前田　辰治  ㈲メック

〃 大桃　政春  ㈱小出環境サービス

※網かけは新任

２
０
２
３
年
度
功
労
者
表
彰

水
道
整
備
・
管
理
行
政
を
国
交
省
に
移
管

１
．
理
事
長
表
彰
（
永
年

に
わ
た
り
役
員
と
し
て
協

会
の
運
営
に
携
わ
り
、
協

会
の
発
展
向
上
に
顕
著
な

功
績
が
あ
っ
た
者
）

　

深
利
憲
二
理
事
（
九
州

支
部
長
／
㈱
サ
ニ
ッ
ト
）、

別
府
洋
吾
理
事
（
中
国
・

四
国
支
部
長
／
㈱
フ
レ

ヴ
ァ
ン
）

２
．優
良
従
事
者
表
彰（
当

協
会
に
10
年
継
続
し
て
加

盟
し
て
い
る
会
員
企
業

に
、
継
続
し
て
15
年
以
上

勤
務
し
、
他
の
模
範
と
な

る
者
で
事
業
主
よ
り
推
薦

さ
れ
た
者
）（
敬
称
略
。

推
薦
書
到
着
順
。
カ
ッ
コ

内
は
所
属
会
社
と
役
職
）

　

松
尾
範
人
（
㈲
ク
リ
ー

ン
オ
オ
タ
工
事
部
長
）、

見
目
浩
章
（
フ
ジ
ク
ス
㈱

生
活
設
備
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

二
課
課
長
）、
仲
川
元
治

（
㈱
中
部
ト
ー
タ
ル
サ
ー

ビ
ス
業
務
部
次
長
）、
北

林
達
之
介
（
㈱
中
部
ト
ー

タ
ル
サ
ー
ビ
ス
業
務
部
排

水
設
備
課
課
長
）、
西
村

秀
記
（
エ
コ
ア
ス
㈱
業
務

部
長
）、
磯
崎
淳
哉
（
㈱

カ
ン
ツ
ー
ル
西
日
本
営
業

部
大
阪
営
業
所
営
業
二
課

係
長
）、
渡
辺
拓
（
㈱
ア

ル
ス
課
長
）、
梶
原
祐
二

（
㈱
日
本
パ
イ
プ
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
営
業
部
長
）、
森

正
信
（
㈱
日
本
パ
イ
プ
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
工
事
部
長
）、

遠
山
和
也
（
㈱
東
京
ト
ル

ネ
ー
ド
工
事
部
長
）、
内

堀
太
郎
（
㈱
東
京
ト
ル

ネ
ー
ド
工
事
部
長
代
理
）、

工
藤
真
一
（
㈱
東
幸
事
業

部
部
長
）、井
上
賢
一
（
㈱

サ
ル
ー
テ
グ
ル
ー
プ
リ
ー

ダ
ー
）

３
．
退
任
役
員
表
彰

　

照
沼
拓
専
務
理
事
（
東

北
・
北
関
東
支
部
／
㈱
ヤ

マ
ミ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
セ
ン

タ
ー
）、
深
利
憲
二
理
事

（
九
州
支
部
／
㈱
サ
ニ
ッ

ト
）

４
．
功
労
者
表
彰

　

関
根
英
明
理
事（
東
北
・

北
関
東
支
部
長
、
総
務
委

員
／
大
協
和
工
業
㈱
）

※
役
職
は
22
年
度
末
時
点

功労者表彰の受賞者

　

第
２
１
１
回
通
常
国
会

は
５
月
19
日
、
厚
生
労
働

省
が
提
出
し
て
い
た
「
生

活
衛
生
等
関
係
行
政
の
機

能
強
化
の
た
め
の
関
係
法

律
の
整
備
に
関
す
る
法
律

案
」（
生
活
衛
生
関
係
行

政
機
能
強
化
法
）
を
可
決

し
ま
し
た
。
公
布
は
５
月

23
日
、
施
行
は
２
０
２
４

年
４
月
。
水
道
整
備
・
管

理
行
政
の
大
半
が
国
土
交

通
省
に
移
管
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
法
整
備
は
、
生

活
衛
生
等
関
係
行
政
の
機

能
強
化
の
た
め
。
食
品
衛

生
法
に
よ
る
食
品
衛
生
基

準
に
関
す
る
権
限
を
厚
生

労
働
大
臣
か
ら
内
閣
総
理

大
臣
に
、
水
道
法
等
に
よ

る
権
限
を
厚
生
労
働
大
臣

か
ら
国
土
交
通
大
臣
お
よ

び
環
境
大
臣
に
移
管
す
る

と
と
も
に
、
関
係
審
議
会

の
新
設
お
よ
び
所
掌
事
務

の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

　

２
０
２
２
年
９
月
に
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
本
部
で
方
針
が
決

定
し
、
具
体
的
な
移
管
内

容
に
つ
い
て
協
議
。
水
道

行
政
関
連
に
つ
い
て
は
、

水
道
事
業
の
経
営
基
盤
強

化
や
施
設
の
老
朽
化
や
耐

震
化
、
災
害
時
の
早
急
な

復
旧
支
援
な
ど
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
た
め
、
国
土

交
通
省
の
下
水
道
に
関
す

る
知
見
な
ど
を
活
用
し
、

相
対
的
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
向
上
に
結
び
付
け
て
い

き
ま
す
。
水
道
水
質
基
準

の
策
定
等
は
環
境
省
が
所

管
し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
厚
生
労
働

省
が
担
っ
て
い
た
食
品
衛

生
法
関
連
に
つ
い
て
は
、

食
品
衛
生
基
準
関
連
は
消

費
者
庁
に
移
管
。
排
水
管

清
掃
業
が
関
わ
る
建
築
物

環
境
衛
生
行
政
に
つ
い
て

は
、
現
状
で
は
厚
生
労
働

省
所
管
が
維
持
さ
れ
る
見

通
し
で
す
。

移
管
準
備
チ
ー
ム
を
設
置

　

生
活
衛
生
関
係
行
政
機

能
強
化
法
の
成
立
を
受

け
、
国
土
交
通
省
は
５
月

23
日
に
「
水
道
整
備
・
管

理
行
政
移
管
準
備
チ
ー

　

総
会
終
了
後
に
は
懇
親

会
を
開
催
し
、（
公
社
）
全

国
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協

会
の
一
戸
隆
男
会
長
の
あ

い
さ
つ
、
難
波
信
二
副
理

事
長
の
乾
杯
の
発
声
で
ス

タ
ー
ト
。
歓
談
弾
む
中
、

佐
藤
昭
仁
専
務
理
事
の
中

締
め
で
散
会
と
な
り
ま
し

た
。

ム
」、
地
方
整
備
局
等
に

「
水
道
整
備
・
管
理
行
政

移
管
準
備
室
」
を
設
置
し

ま
し
た
。

　

本
省
に
設
置
さ
れ
た
準

備
チ
ー
ム
に
は
、
厚
生
労

働
省
医
薬
・
生
活
衛
生
局

水
道
課
、
環
境
省
水
・
大

気
環
境
局
水
環
境
課
も
オ

ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加

し
、チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー（
大

臣
官
房
総
括
審
議
官
）
を

軸
に
課
長
級
以
上
の
13
人

（
厚
労
省
・
環
境
省
各
１

人
ず
つ
参
加
）
で
構
成
。

２
０
２
４
年
度
予
算
や
組

織
・
定
員
要
求
も
含
め
、

移
管
の
準
備
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

総
会
後
に
懇
親
会
開
催

懇
親
会
の
様
子

坂
上
顧
問
に
よ
る
空
気
調
和

衛
生
工
学
会
の
小
委
員
会
メ

ン
バ
ー
紹
介

来
賓
の
全
国
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
協
会
・
一
戸
会
長

（2）令和５年７月号全　管　協　ニ　ュ　ー　ス（毎月１回発行）第４２６号



委
員
会
活
動
報
告

テキスト・手順書を刷新
23年度建築物排水管清掃技士資格講習

　

当
協
会
は
５
月
11
・
12
日
、
神
奈
川
県
横
浜
市
の
横
浜
産

業
貿
易
セ
ン
タ
ー
で
２
０
２
３
年
度
第
１
回
建
築
物
排
水
管

清
掃
技
士
資
格
講
習
を
実
施
し
、
26
人
が
受
講
し
ま
し
た
。

今
回
か
ら
テ
キ
ス
ト
内
容
と
指
導
員
の
手
順
書
を
刷
新
し
、

よ
り
丁
寧
な
指
導
と
受
講
者
の
習
熟
度
を
高
め
る
工
夫
を
こ

ら
し
ま
し
た
。

　

実
技
メ
イ
ン
の
講
習
に

変
更
し
て
か
ら
１
年
が
経

過
す
る
こ
と
を
受
け
、
同

資
格
講
習
を
管
轄
す
る
技

術
委
員
会
を
中
心
に
、
こ

れ
ま
で
の
開
催
を
通
じ
て

挙
げ
ら
れ
た
課
題
や
改
善

点
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

テ
キ
ス
ト
の
刷
新
に
つ

い
て
は
、
資
料
写
真
を
最

新
機
器
に
差
し
替
え
た

り
、
資
料
部
分
を
充
実
さ

せ
る
こ
と
で
、
講
習
終
了

後
も
手
元
に
置
い
て
活
用

で
き
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。
ま
た
、
手
順
書
に
つ

い
て
は
、
各
会
場
で
統
一

し
た
指
導
が
行
え
る
よ
う

に
、
指
導
内
容
の
平
準
化

を
図
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
横
浜
会
場
で

は
、
初
日
の
ガ
イ
ダ
ン
ス

後
に
理
解
度
テ
ス
ト
を
実

施
し
、
10
時
半
か
ら
実
技

講
習
を
開
始
し
ま
し
た
。

最
初
に
指
導
員
が
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う

と
と
も
に
、
受
講
者
の
実

技
練
習
の
際
に
は
積
極
的

に
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
な

ど
、
丁
寧
か
つ
確
実
な
指

導
を
行
い
ま
し
た
。
受
講

者
も
、
時
間
に
余
裕
を

も
っ
て
取
り
組
め
た
様
子

で
し
た
。

　

ま
た
、今
回
は
横
浜
市
、

川
崎
市
な
ど
か
ら
生
活
衛

生
課
の
担
当
者
が
技
士
講

習
の
見
学
に
相
次
い
で
訪

れ
、
熱
心
に
メ
モ
を
取
り

な
が
ら
、
時
間
を
か
け
て

見
学
し
て
い
ま
し
た
。

実
技
の
様
子

理
解
度
を
高
め
る
た
め
積
極
的
に
ア
ド
バ
イ
ス

見
学
者
が
相
次
い
だ
横
浜
会
場

　

当
協
会
は
５
月
12
日
、

技
士
資
格
講
習
の
横
浜
会

場
で
指
導
員
向
け
の
動
画

撮
影
を
行
い
ま
し
た
。
手

順
書
の
内
容
刷
新
と
と
も

に
、
講
習
に
お
け
る
指
導

内
容
の
バ
ラ
つ
き
を
な

く
す
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
今
後
、
各

支
部
の
指
導
員
の
皆
様

の
研
修
動
画
と
し
て
活

用
し
て
い
く
予
定
で
す
。

指
導
員
向
け
動
画
を
撮
影
し
ま
し
た

指
導
員
向
け
動
画
撮
影
の

様
子

技
術
委
員
会

　

当
協
会
は
２
０
２
３
年

度
第
１
回
技
術
委
員
会
を

５
月
10
日
午
後
１
時
よ

り
、
Ｗ
ｅ
ｂ
と
対
面
で
の

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
開

催
し
、
第
51
回
建
築
物
環

境
衛
生
管
理
全
国
大
会
研

究
集
会
の
事
例
報
告
内

容
、「
建
築
物
排
水
管
清
掃

技
士
資
格
講
習
」
へ
の
最

新
技
術
・
情
報
の
反
映
、

新
た
な
清
掃
マ
ニ
ュ
ア
ル

作
成
な
ど
に
つ
い
て
検
討

し
ま
し
た
。

　
「
建
築
物
排
水
管
清
掃

技
士
資
格
講
習
」
に
つ
い

て
は
、
５
月
11
・
12
日
の

横
浜
会
場
で
指
導
員
向
け

講
習
用
動
画
の
撮
影
を
行

い
、
指
導
内
容
を
平
準
化

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
０
２
３
年
度

事
業
計
画
と
し
て
、
戸
建

て
住
宅
の
清
掃
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
作
成
に
取
り
組
む
こ

と
か
ら
、
担
当
者
を
決
め

る
と
と
も
に
、
具
体
的
な

内
容
に
つ
い
て
協
議
し
ま

し
た
。
ま
た
施
設
編
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て
も
、

対
象
施
設
の
選
定
と
記
載

内
容
を
検
討
し
ま
し
た
。

広
報
委
員
会

　

当
協
会
は
２
０
２
３
年

度
第
１
回
広
報
委
員
会
を

５
月
18
日
午
後
２
時
よ

り
、
Ｗ
ｅ
ｂ
と
対
面
で
の

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
開

催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
新
年
度
事
業

計
画
案
に
つ
い
て
内
容
を

確
認
。
ま
た
、
予
定
し
て

い
る
会
報
誌
「
全
管
協

ニ
ュ
ー
ス
」の
体
裁
変
更
、

完
成
し
た
従
事
者
研
修
用

教
材
動
画
の
配
布
方
法
に

つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
11
月
に
出

展
予
定
の
「
ビ
ル
メ
ン
＆

ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ア
２
０　

２
３
」
に
つ
い
て
、
目
的

や
Ｐ
Ｒ
方
法
、
展
示
方
法

な
ど
を
協
議
し
、
今
後
具

体
的
な
方
向
性
を
絞
り
込

む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

◇
代
表
者
変
更（
敬
称

略
）

【
南
関
東
支
部
】

　

▽
㈱
大
磯
衛
生
社
：
代

表
取
締
役
社
長
が
浅
田
新

吾
か
ら
浅
田
良
成
に
変
更

（
２
０
２
３
年
５
月
）

【
近
畿
支
部
】

　

▽
永
尨
設
備
サ
ー
ビ
ス

㈱
：
代
表
取
締
役
が
南
和

彦
か
ら
小
林
照
夫
に
変
更

（
２
０
２
３
年
６
月
）

【
東
京
支
部
】

　

▽
タ
イ
キ
工
業
㈱
：
代

表
取
締
役
社
長
が
浦
城
勝

か
ら
渡
部
力
雄
に
変
更

（
２
０
２
３
年
５
月
）

　

◇
会
社
名
変
更
・
事
務

所
移
転

【
九
州
支
部
】

　

▽
㈱
沖
縄
ク
リ
ー
ン
工

業
：
㈲
沖
縄
ク
リ
ー
ン
工

業
か
ら
㈱
沖
縄
ク
リ
ー
ン

工
業
に
変
更
。（
２
０
２
３

年
５
月
、連
絡
先
変
更
な
し
）

【
東
京
支
部
】

　

▽
㈱
東
京
水
質
管
理
セ

ン
タ
ー
：
新
住
所
＝
〒
１　

６
８-

０
０
７
３
、東
京
都

杉
並
区
下
高
井
戸
４-

８-

３ 

１
階
、Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
３-

６
３
０
４-

６
４
２
０
、Ｆ

Ａ
Ｘ
０
３-

６
３
０
４-

６
４
２
１（
２
０
２
３
年

７
月
）

会
員
だ
よ
り

2023 年度　支部別委員会名簿
委員会

支部
総務委員会 広報委員会 技術委員会

支部活性化 

委員会

北海道
樋口 貴広 嶋 大輔 藤田 吉承 小林 博

東北 ・ 

北関東

池田 一弘  照沼 拓 齊藤 将一 関根 英明

関根 英明 高岡 ジョージ

東京

馬場 孝之 池崎 真澄 西川 昌樹 西川 昌樹

加藤 一博 鈴木 智子 上野 雄治

大中 武弘

小久保 あや

南関東

浅田 良成 松村 文利 大野 隆次 大野 隆次

竹之内 英 佐藤 恭輔

中部 ・ 

北陸

宝門 誠 岩田 剛 渡辺 幸治 藤井 金藏

岡田 修

近畿

橋本 倍幸 生酒 猛 橋本 倍幸

丸谷 良孝

山下 貴之

菱田 重美

金山 三朝

橋本 浩章

荒堀 義治

中国 ・ 

四国

畑 英男 米山 正一郎 廣岡 亨理 別府 洋吾

田邊 拓人

九州
太田 達宏 内野 晶子 源川 昇 安倍 直

難波 晴紀

（3） 令和５年７月号 全　管　協　ニ　ュ　ー　ス （毎月１回発行） 第４２６号



2023 年度建築物排水管清掃作業従事者研修（開催決定分）

開催日 会場
募集 

人員

７月 12 日 

（水）
（沖縄）

沖縄県男女共同参画センター 

（沖縄県那覇市西 3-11-1）
30 名

７月 20 日 

（木）
（愛知）

大成株式会社研修センター 

( 愛知県名古屋市千種区今池 4-3-23  

大成今池ビル )

50 名

８月 25 日 

（金）
（宮城）

宮城県婦人会館 

（宮城県仙台市宮城野区榴ケ岡 5 番地 )
40 名

９ 月 ７ 日 

（木）
（埼玉）

ソニックシティビル 

（埼玉県さいたま市大宮区桜木町 1-7-5）
40 名

９月 14 日 

（木）
（大阪①）

大阪ビルメンテナンス協会研修室 

( 大阪府大阪市西区江戸堀 2-6-33  

江戸堀フコク生命ビル８階 )

40 名

９月 21 日 

（木）
（広島）

ＲＣＣ文化センター 

( 広島県広島市中区橋本町 5-11）
40 名

23
年
度
建築物排水管清掃作業
従事者研修 [北海道・東京 ]

村
上
講
師

中
元
寺
講
師

今
井
講
師

北海道会場　85人 2023年４月26日
北海道自治労会館４階ホール（北海道札幌市）

１．建築物衛生法と関係法令および
　　排水管清掃作業の安全と衛生

今井　昭彦講師
（一社・全国管洗浄協会）

２．排水設備概論 中元寺　章講師
（一社・全国管洗浄協会）３．点検診断・検査

４．排水設備の清掃実務および
　　清掃機器の使用方法 村上　克裕講師

（一社・全国管洗浄協会）５．業務管理一般論

東京会場　57人 2023年5月31日
東京都立産業貿易センター浜松町館４階（東京都港区）

１．建築物衛生法と関係法令および
　　排水管清掃作業の安全と衛生

笠倉　賢治講師
（東京都健康安全研究センター
広域監視部建築物監視指導課建築物衛生
担当）

２．排水設備概論 関根　英明講師
（一社・全国管洗浄協会常務理事）３．点検診断・検査

４．排水設備の清掃実務および
　　清掃機器の使用方法 大中　武弘講師

（一社・全国管洗浄協会）５．業務管理一般論

大
中
講
師

関
根
講
師

笠
倉
講
師

執務環境の確保に関する点検等の実施状況（庁舎等）
庁舎等 水槽 冷却塔 飲料水等 排水 ねずみ等 空気環境 機械換気 

設備

点検等対象施設数［Ａ］ 1,530 
(1,522)

2,021 
(2,044)

1,509 
(1,520)

1,451 
(1,469)

5,760 
(5,840)

3,361 
(3,400)

5,478 
(5,550)

うち点検等実施数［Ｂ］ 1,522 
(1,518)

1,998 
(2,009)

1,501 
(1,509)

1,418 
(1,422)

5,654 
(5,660)

3,207 
(3,194)

5,404 
(5,447)

実施率 ［Ｂ／Ａ］ 99.5％ 
(99.7％ )

98.9％ 
(98.3％ )

99.5％ 
（99.3％）

97.7％ 
(96.8％ )

98.2％ 
(96.9％ )

95.4％ 
(93.9％ )

98.6％ 
(98.1％ )

未実施数 8(4) 23(35) 8(11) 33(47) 106(180) 154(206) 74(103)

漏水に関する施設状況（庁舎等、宿舎）
区分 件数 割合

［庁舎等］

良好な施設（天井、壁からの漏水が見られない施設） 4,720 
(4,852)

76.7％ 
(76.5％ )

上記以外の施設 1,436 
(1,489)

23.3％ 
(23.5％ )

［宿舎］

良好な施設（天井、壁からの漏水が見られない施設） 2,867 
(3,031)

89.8％ 
(90.2％ )

上記以外の施設 325 
(329)

10.2％ 
(9.8％ )

※上段 ： 令和４年度集計結果、 下段 （カッコ内） ： 令和３年度集計結果

引
き
続
き
漏
水
関
連
で
対
策
求
め
る

　

国
土
交
通
省
官
庁
営
繕

部
が
と
り
ま
と
め
た
「
令

和
４
年
度
国
家
機
関
の
建

築
物
等
の
保
全
の
現
況
」

に
よ
る
と
、
漏
水
に
関
す

る
施
設
状
況
に
つ
い
て
、

「
良
好
」
と
は
い
え
な
い

施
設
の
割
合
が
23
・
３
％

と
わ
ず
か
な
が
ら
減
少
し

ま
し
た
。

　

２
０
２
２
年
度
保
全
実

態
調
査
に
お
け
る
調
査
施

設
数
は
、
１
万
２
６
８
５

施
設
、
総
延
べ
面
積
は
、

約
４
８
０
６
万
１
千
㎡
で

し
た
。
そ
の
う
ち
、
小
規

模
施
設
、
無
人
施
設
、
借

用
お
よ
び
貸
し
付
け
施
設

を
除
い
た
９
３
４
８
施

設
、
総
延
べ
面
積
約
３
４　

２
２
万
６
千
㎡
の
保
全
状

況
を
分
析
し
ま
し
た
。

　

排
水
関
連
に
つ
い
て

は
、「
点
検
等
の
実
施
状

況
」
の
項
目
と
し
て
「
排

水
設
備
の
清
掃
」
が
含
ま

れ
て
お
り
、「
執
務
環
境
に

関
す
る
調
査
」（
衛
生
面

の
調
査
）
と
し
て
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
２
０
２
２
年

度
は
点
検
等
対
象
施
設
数

１
４
５
１
件
の
う
ち
、
１　

４
１
８
件
で
点
検
等
を
実

施
。
実
施
率
は
97
・
7
％

と
前
年
度
比
０
・
９
㌽
上

昇
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
漏
水
に
関
し
て

良
好
な
施
設
（
天
井
・
壁

か
ら
の
漏
水
が
見
ら
れ
な

い
施
設
）
の
割
合
は
76
・

７
％
と
前
年
度
か
ら
０
・

２
㌽
増
加
し
、そ
の
分「
良

好
」
と
は
い
え
な
い
施
設

の
割
合
が
23
・
３
％
（
前

年
度
23
・
５
％
）
と
減
少

し
ま
し
た
。

　
「
執
務
環
境
に
関
す
る

施
設
状
況
」に
つ
い
て
は
、

空
気
環
境
、
照
明
照
度
、

衛
生
環
境
、
清
掃
に
関
し

て
は
、
良
好
な
施
設
が

95
％
を
超
え
て
い
ま
す

が
、庁
舎
の
「
漏
水
」、「
設

備
機
器
」、
宿
舎
の
「
設

備
機
器
」
は
70
％
台
で
し

た
。
良
好
で
な
い
施
設
に

　

国
土
交
通
省
は
こ
の
ほ

ど
、「
紙
お
む
つ
の
下
水
道

へ
の
受
入
検
討
に
関
す
る

報
告
書
」
を
と
り
ま
と
め

ま
し
た
。
予
定
し
て
い
た

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定

は
、
今
回
は
見
送
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

下
水
道
へ
の
紙
お
む
つ

受
け
入
れ
に
つ
い
て
は
、

検
討
会
を
設
置
し
５
年
間

に
わ
た
り
調
査
研
究
を
実

施
。
紙
お
む
つ
処
理
装
置

つ
い
て
は
、
速
や
か
に
是

正
措
置
を
講
ず
る
必
要
が

あ
り
、
必
要
に
応
じ
て
専

門
の
技
術
者
に
よ
る
詳
細

な
調
査
を
行
っ
た
上
で
、

補
修
や
修
繕
の
実
施
を
求

め
ま
し
た
。

ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
流

出
リ
ス
ク
に
つ
い
て
も
引

き
続
き
調
査
・
検
討
が
必

要
で
あ
る
と
判
断
。
こ
れ

ま
で
の
検
討
会
に
お
け
る

検
討
結
果
や
、
現
時
点
に

お
け
る
知
見
を
報
告
書
と

し
て
と
り
ま
と
め
る
に
と

ど
ま
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
技
術
開
発
の

動
向
や
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
に
関
す
る
知
見
等

に
つ
い
て
収
集
し
つ
つ
、

下
水
道
へ
の
紙
お
む
つ
受

け
入
れ
を
検
討
す
る
自
治

体
、
紙
お
む
つ
処
理
装
置

メ
ー
カ
ー
や
素
材
メ
ー

カ
ー
等
、
関
係
者
間
で
の

情
報
共
有
を
図
り
、
課
題

の
解
決
に
向
け
て
十
分
な

知
見
が
蓄
積
さ
れ
た
と
判

断
し
た
時
点
で
、
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
策
定
・
公
表
に

つ
い
て
検
討
を
再
開
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

を
高
齢
者
施
設
に
導
入
し

た
場
合
を
想
定
し
、
介
護

負
担
の
軽
減
効
果
や
下
水

道
施
設
・
環
境
へ
の
影
響

な
ど
に
つ
い
て
、
社
会
実

験
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

報
告
書
で
は
、
現
時
点

で
は
介
護
負
担
軽
減
効
果

は
薄
く
、
引
き
続
き
介
護

負
担
の
さ
ら
な
る
軽
減
に

向
け
た
技
術
開
発
や
導
入

時
の
使
い
方
等
の
工
夫
が

必
要
で
あ
る
こ
と
、
マ
イ

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
は
見
送
り

�

下
水
道
へ
の
紙
お
む
つ
受
け
入
れ

公
共
建
築
物
の
保
全
現
況

23
年
以
降
は
11
・
４
万
戸

　

不
動
産
経
済
研
究
所
に

よ
る
と
、
２
０
２
３
年
以

降
に
完
成
予
定
の
超
高
層

マ
ン
シ
ョ
ン
（
23
年
３
月

末
現
在
）
は
、２
８
７
棟
・

11
万
４
２
０
５
戸
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

２
０
２
３
年
に
完
成
す

る
超
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン

は
、１
万
７
０
０
０
戸
台
。

東
京
都
心
部
や
湾
岸
エ
リ

ア
に
加
え
、
地
方
中
核
都

市
で
も
超
高
層
大
規
模
開

発
や
複
合
再
開
発
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
な
ど
が
あ
り
、
２
０　

２
６
年
ま
で
は
年
間
１
・

７
万
戸
〜
２
万
数
千
戸
が

完
成
す
る
見
込
み
で
す
。

（4）令和５年７月号全　管　協　ニ　ュ　ー　ス（毎月１回発行）第４２６号


